
タキロン床材製品 性能評価

23℃

へこみ量

45℃

単位

項　目 残留
へこみ量

耐汚染性 耐摩耗性

摩耗質量

g/1000回̶̶̶ 回

耐摩耗回転数
加熱による
長さ及び幅
変化率

％mmmm mm

20℃：硬底紳士靴

滑り性
（すべり抵抗係数）

乾 湿
（水+ダスト）

2％水酸化ナトリウム水
溶液、5％塩酸、
セメントペースト （　　　 ）エンボスが

なくなるまで

試験方法 JIS A 1454 JIS K 7204

QA 
BA 
PA 
FA 
KA 
LA 
SA 
MX 
MT 
CX 
GL 

PRENTO
BILNO
UA 
EA 

0.70
0.79
0.81
0.79
0.65
0.72
0.93
0.90
0.90
0.70
0.65
0.85
0.84
0.74
0.84

0.61

0.61

1.11
1.18
1.08
1.01
1.10
1.00
1.07
1.18
1.18
1.04
1.01
1.16
1.21
1.12
1.15

0.78

0.78

0.34
0.37
0.33
0.40
0.31
0.37
0.46
0.34
0.34
0.31
0.29
0.39
0.29
0.35
0.33

0.25

0.25

-0.06
-0.03
-0.03
-0.03
-0.03
-0.03
-0.02
-0.06
-0.06
-0.02
-0.03
-0.05
-0.06
-0.02
-0.04

-0.06

-0.06

-0.02
-0.04
-0.03
-0.05
-0.08
-0.04
-0.03
-0.03
-0.03
-0.05
-0.03
-0.04
-0.05
-0.03
-0.03

-0.02

-0.02

変化なし
変化なし
変化なし
変化なし
変化なし
変化なし
変化なし
変化なし
変化なし
変化なし
変化なし
変化なし
変化なし
変化なし
変化なし

変化なし

変化なし

0.81
0.85
0.76
0.86
0.85
0.83
0.81
0.83
0.83
0.87※1

0.94※3

0.92
0.86
0.83
0.84

0.83※2

0.83※2

0.62
0.56
0.65
0.61
0.62
0.57
0.63
0.78
0.78
0.66※1

0.67※3

0.63
0.75
0.65
0.68

0.59※2

0.59※2

0.4
0.3
0.4
0.3
0.3
0.3
0.3
0.4
0.4
0.2
0.3
0.4
0.2
0.3
0.3

0.3

0.3

約4,000
約4,000
約3,000
約4,000
約4,000
約6,000
約4,000
約9,000
約9,000
約4,000
約6,000
約5,500
約1,500
約6,000
約6,000

約1,000

約1,000

タ
キ
ス
ト
ロ
ン 

タ
フ
ス
リ
ッ
プ
タ
イ
プ

﹇
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
シ
リ
ー
ズ
﹈

タ
キ
ス
ト
ロ
ン 

タ
フ
ス
リ
ッ
プ
タ
イ
プ

C.S.R値長さ方向 幅方向

性能規格値
 JIS A 5705［FS］ 規定なし規定なし著しい色の変化及び

光沢の変化がないこと
0.3
以上

1.5
以下

0.75以下
（A法）

-2.0以上
2.0以下

踊り場用シート 5W用（SA）

JIS K 7204

JIS A 1453

JIS A 1453

JIS A 1454

JIS A 1454

JIS A 1454

試験方法

試験方法

試験方法

3W

5W

8L

VS

踊り場用シート 3W用（TW）

抗菌20

抗菌25

1.21

1.01

0.84

0.81

0.93

－

－

－

1.24

1.07

0.43

0.42

0.31

0.30

0.46

-0.03

-0.03

-0.05

-0.01

-0.02

-0.02

-0.04

-0.02

-0.05

-0.03

-1.46 +0.25

-0.05 -0.09

-0.13 -0.11

変化なし

変化なし

変化なし

変化なし

変化なし

0.61 0.90 0.31 変化なし

0.47 0.89 0.13

0.63 0.94 0.16

変化なし

変化なし

0.3

0.3

0.2

0.5

0.3

0.86

0.88

1.00※3

0.81

0.81

0.74

0.75

0.81※3

0.66

0.63

0.86 0.48

1.21※3 0.52※3

1.29※3 0.51※3

約18,000

約18,000

約14,500

約2,000

約4,000

0.6 約10,000

0.2 約19,200

0.2 約34,000

タ
キ
ス
テ
ッ
プ

シ
ー
ト

ベ
ル
ス

C.S.R・S値

C.S.R・S値

C.S.R値

C.S.R値

C.S.R値

C.S.R値

C.S.R・S値

性能規格値
JIS A 5705[FS] 規定なし

規定なし

規定なし

規定なし

規定なし

規定なし

著しい色の変化及び
光沢の変化がないこと

著しい色の変化及び
光沢の変化がないこと社内規格値

性能規格値
JIS A 5705[FS]

0.3
以上

1.5
以下

0.75以下
（A法）

-2.0以上
2.0以下

0.3
以上

1.5
以下

0.3
以上

1.5
以下

0.75以下
（A法）

-2.0以上
2.0以下

床上の転倒事故は、状況により大きく異なりますが、一般的に滑る床ほど転倒しやすいと言われます。滑りはさまざまな因子が重なりあって発生
する現象であって、画一的な試験によって滑りにくさを測定し、評価することは不可能です。滑りによる転倒の因子として、床材の材質と表面形
状、足の裏の状態、床材や足裏に砂、水、油などの付着、人間の歩行状況等があげられます。このように床材による滑りは、使用状況によって異
なるため、各試験方法とその結果をどう評価するかで異なります。タキロンでは、床材のすべり抵抗係数と、実際の歩行に最も即しているとされ
ている東京工業大学小野名誉教授により開発されたOY-PULL法を採用し、評価の基準としました。

■ OY-PULL法による試験　JIS A1454に準拠
東京工業大学小野名誉教授により開発されたすべり抵抗試験機
(OY-PSM)による実歩行を想定した試験方法です。水平面に一定
荷重(80kgf)をかけたすべり片を、18度の角度で80kgf/秒の力
で引っ張った時の静止摩擦係数を測定します。本試験は、試料の表
面状態を乾燥状態（温度20℃）と水散布＋ダストの湿潤状態の2
種類で想定します。  

人が歩行する際、一般的に「滑りやす
い床」は、転倒事故や、転倒への不安
や緊張感による疲れをまねくため、
「滑りにくい床」の方が安心して歩け
ると考えられます。しかし、極度に「滑
りにくい床」は、歩行の際に靴の裏が
床にひっかかり、つまづいたりして、
転倒の危険度も増し、決して歩きや
すい床とはいえません。安全で快適
な歩行感や機能を持つ床とは、「滑
り」のバランスのとれた状態を有す
る事といえます。

傾斜30°の引張側端部を持つ底面積56cm2

のすべり片に、実際に使用する靴底を取り付け
ます。載荷重をかけ、床材から仰角18°で引っ
張ります。すべりはじめ時の最大引張荷重
Pmaxを載荷重で除した値、C.S.R値をすべり
抵抗の評価指標とします。

この数値で0.40以上がすべりにくいとされて
います。

80kgfとは体重、18度とは歩行の際の足の入る角度、80kgf/秒と
は一般体重の人間の歩行の際にかかる力を想定しています。

※

OY-PULL法によるタキストロンのC.S.R値(硬底紳士靴での歩行)と、O-Y・PSM試験による歩行感統計の滑りの最適値と許容範囲を比較し
ました。

表面状態が乾燥して、清掃済の場合、タキストロンのC.S.R値は、歩行感統計による滑りの最適値を少し上まわる値を示し、滑りのバランスに
すぐれた特性を有していることを表しています。表面状態が水(湿)+ダストの場合、塗床、一般ビニル床タイル/シートのC.S.R値は大きく低
下するのに比べ、タキストロンは歩行感統計による滑りの最適値に近い値を維持しています。
タキストロンは、塗床、一般ビニル床タイル/シートと比較し、表面が水に濡れた状態でも滑りにくく、歩行時の快適性を発揮する特性を持って
いることを示しています。

試験データ 防滑性
機能マークは、製品の防滑性を示す目安です。

1

定速モーター

すべり片

ワイヤーロープばね

荷重変換機
重錘57

0
1450

42
0

36
0

(単位 : mm)すべり試験機［立面図］

試験装置

試験方法 1（C.S.R値）

試験結果 1（C.S.R値）

C.S.R値 ＝
Pmax（kgf）
80（kgf）

※数値は試験値であり、保証値ではありません。
※数値は予告なく変更される場合があります。
※この評価はJISの試験方法に基づくもので、冬期の雪、雨水
の凍結、油・洗剤などによる「滑り」においての評価基準には
なりません。

出典：東京工業大学 建築学科 小野研究室
滑りの最適値と許容範囲

滑りの測定結果

(下足床の場合) は最適値 ※履物は硬底紳士靴の場合

C.S.R値滑る

歩　　行
急 停 止
方向転換

滑らない

タキストロン 
タフスリップタイプ

タキストロン 
タフスリップタイプ
［ハイグレードシリーズ］

KA
LA

QA

SA
PRENTO
BILNO
UA
EA

BA
FA
PA

エポキシ系塗床
一般ビニル床シート
一般ビニル床タイル

は許容範囲

0.2 0.4 0.6 0.8 1.0

0.62 0.85

0.62 0.81

0.63 0.81

0.63

0.65 0.83

0.68 0.84

0.75 0.86

0.56 0.85

0.57 0.83

0.61 0.86
0.65 0.76

0.47 0.80

0.46 0.78

0.43 0.78

表面が水(湿)+ダスト 表面が乾燥状態
※測定は東京工業大学　※LX、LBはサンダルでの測定値

LB 0.59 0.83※

LX 0.59 0.83※

LB  
［タキストロンバルコニーシート］ 

LX  
［タキストロンバルコニーシート］ 

※1 上履きでの測定値　　※2 サンダルでの測定値　　※3 運動靴での測定値

長さ方向 幅方向

長さ方向 幅方向

長さ方向 幅方向

ネ
オ
セ
ー
フ

QA BA PA FA KA LA SA UA EA PRENTO BILNO LX LB
タキストロン タフスリップタイプ［ハイグレードシリーズ］タキストロン タフスリップタイプ

サンダル硬底紳士靴
C.S.R値

製品名

すべり抵抗係数

乾燥状態
湿潤状態

0.81
0.62

0.85
0.56

0.76
0.65

0.86
0.61

0.85
0.62

0.83
0.57

0.81
0.63

0.83
0.65

0.84
0.68

0.92
0.63

0.86
0.75

0.83
0.59

0.83
0.59

MX MT CX GL 3W用 20 25
タキストロン タフスリップタイプ 踊り場用シート ネオセーフ抗菌

硬底紳士靴 上履き 運動靴 運動靴 運動靴硬底紳士靴 硬底紳士靴
C.S.R値 C.S.R値

製品名

すべり抵抗係数

乾燥状態
湿潤状態

0.83
0.78

0.83
0.78

0.87
0.66

0.94
0.67

0.81
0.66

3W 5W 8L
タキステップ

C.S.R・S値
0.86
0.74

0.88
0.75

1.00
0.81

1.21
0.52

1.29
0.51

※測定は東京工業大学OY-PULL法によるすべり抵抗係数

著しい色の変化及び
光沢の変化がないこと

0.75以下
（A法）

-2.0以上
2.0以下

0.92

試
験
デ
ー
タ
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床材の摩耗は、持ち込まれた土砂の上を人が歩行したり、台車が通過することによって、床材の
傷付き、さらに摩擦が繰り返されることで摩耗は進行します。摩耗は床材の機能や寿命を縮め
るだけでなく、色、柄に大きく影響し、表面の美観を損ねます。タキロンではテーバー型摩耗試験
機を用いて、摩耗質量を測定し、評価しました。また防滑パターンや色柄が消えるまでの耐摩耗
回数を測定し、耐久性の目安としています。一般的に、摩耗質量が小さい程摩耗に強く、耐摩
耗回転数が多いほど摩耗による耐久力にすぐれているといえます。 

¡ベルスシート・床タイル 

機能マークの 
評 価 基 準  

約1,000回以下… 

中歩行 重歩行 超重歩行 軽歩行 

約1,000回～3,000回… 約3,000回～10,000回… 約10,000回以上… 

耐摩耗回転数 
色・柄が消えるまで 

単位 

g/1000回 

約　回 

摩耗質量 

項　　目 

9,000

ベルスシート 

0.6

3,000

2 tec 2

0.5

3,500

一般ビニル床シート 

0.5

機能マークは、製品の耐久性を示す目安です。 
耐摩耗性を評価の基準とし、歩行量と耐久性の関係を表わします。 

試験データ 2 耐摩耗性 

耐摩耗回転数 
5,000 10,000

(エンボスがなくなるまで) ※ネオセーフは色・柄が消えるまで 
回転数 

床の種類 15,000 20,000

QA 4,000

KA 4,000

4,000

SA 4,000
UA 6,000

6,000

EA 6,000

LB 1,000
1,000

MX

ネオセーフ 

MT 8,500
CX

8,500

LX

タキステップ 18,000
10,000

ネオセーフMOSAIC 15,000
ネオセーフWOOD

20,000

BA 4,000
FA 4,000
PA 3,000

LA

荷重を加えた時の摩耗輪によるシートの摩耗量と摩耗厚さを測定し、摩耗質量（g/1000回 ）
と摩耗厚さ（mm/1000回転 ）を算出します。また、シートの有効層にどれだけ耐摩耗性があ
るかを示す指標として耐摩耗回転数があり、次式で求めています。 

試験方法 

耐摩耗回転数 ＝ 
シート有効層 

1000回転時 の摩耗厚さ 

試験結果 ※当社基準による評価 
※数値は試験値であり、保証値ではありません。 
※数値は予告なく変更される場合があります。 

LL-80
LL-75
LL-70
LL-65
LL-60
LL-55
LL-50
LL-45
LL-40
LL-35
LL-30

LL-80
LL-75
LL-70
LL-65
LL-60
LL-55
LL-50
LL-45
LL-40
LL-35
LL-30

¡タキストロン タフスリップタイプ/タキステップ/ネオセーフ JIS K 7204 に準拠　摩耗輪H-22 荷重9.80N 

JIS A 1453に準拠　摩耗紙S-42 荷重5.19N

軽歩行 

軽歩行 

摩耗質量 

耐摩耗回転数 
エンボスがなくなるまで 

BA

0.4

4,000

QA

0.5

4,000

単位 

g/1000回 

約　回 

0.4

4,000

FA

0.4

3,000

PA

0.4

4,000

SA

0.5

6,000

UA

0.6

6,000

EA

0.4

1,000

0.4

1,000

0.3

4,000

LB

0.4

18,000

タキステップ 

0.6

8,500

MT

0.6

8,500

MX LX

0.5

10,000

ネオセーフ 

0.2

15,000

ネオセーフ 
MOSAIC

0.1

20,000

ネオセーフ 
WOODCXLA

0.4

6,000

0.5

4,000

KA項　　目 

試料 

回転 
摩耗輪 

荷重 

タッピング 
マシーン 

試験体 

受音室 

残響室 

床 
（コンクリートスラブ  
150mm厚 ） 

0
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床
衝
撃
音
レ
ベ
ル
（
d
B
）
 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

63Hz 125Hz 250Hz 500Hz 1kHz 2kHz 4kHz
オクターブバンド中心周波数（Hz） 

床
衝
撃
音
レ
ベ
ル
（
d
B
）
 

※ナイスレイシートの2枚施工は、屋内施設及びマンション等開放廊下、バルコニー以外で使用しないで 
　ください。 

LL-80
LL-75
LL-70
LL-65
LL-60
LL-55
LL-50
LL-45
LL-40
LL-35
LL-30
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床材の摩耗は、持ち込まれた土砂の上を人が歩行したり、台車が通過することによって、床材の
傷付き、さらに摩擦が繰り返されることで摩耗は進行します。摩耗は床材の機能や寿命を縮め
るだけでなく、色、柄に大きく影響し、表面の美観を損ねます。タキロンではテーバー型摩耗試験
機を用いて、摩耗質量を測定し、評価しました。また防滑パターンや色柄が消えるまでの耐摩耗
回数を測定し、耐久性の目安としています。一般的に、摩耗質量が小さい程摩耗に強く、耐摩耗
回転数が多いほど摩耗による耐久力にすぐれているといえます。

機能マークの
評 価 基 準

約1,000回以下…

中歩行 重歩行 超重歩行軽歩行

約1,000回～3,000回… 約3,000回～10,000回… 約10,000回以上…

機能マークは、製品の耐久性を示す目安です。
耐摩耗性を評価の基準とし、歩行量と耐久性の関係を表わします。

試験データ 2 耐摩耗性

荷重を加えた時の摩耗輪によるシートの摩耗量と摩耗厚さを測定し、摩耗質量（g/1000回）
と摩耗厚さ（mm/1000回転）を算出します。また、シートの有効層にどれだけ耐摩耗性がある
かを示す指標として耐摩耗回転数があり、次式で求めています。

試験方法 

耐摩耗回転数＝
シート有効層

1000回転時の摩耗厚さ

試験結果
※当社基準による評価
※数値は試験値であり、保証値ではありません。
※数値は予告なく変更される場合があります。

軽歩行

軽歩行

¡ベルスシート

耐摩耗回転数
色・柄が消えるまで

単位

g/1000回

約　回

摩耗質量

項　　目

10,000

ベルスシート

0.6

3,500

一般ビニル床シート

0.5

耐摩耗回転数
5,000 10,000

(エンボスがなくなるまで) ※ネオセーフは色・柄が消えるまで
回転数

床の種類 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000

QA 4,000

4,000

4,000

4,000

4,000

4,000

KA

SA

UA 6,000

6,000

6,000

6,000

EA

5,500

MX

タキステップ8L

MT 9,000

CX
GL

9,000
LB 1,000

1,000

1,500

LX

タキステップ 18,000

14,500

ネオセーフ抗菌20 19,200

34,000
ネオセーフ抗菌25

BA

FA

PA 3,000

LA

BILNO
PRENTO

¡タキストロン タフスリップタイプ/タキステップ/ネオセーフ抗菌 JIS K 7204に準拠　摩耗輪H-22 荷重9.80N 

JIS A 1453に準拠　摩耗紙S-42 荷重5.19N

摩耗質量

耐摩耗回転数
エンボスが
なくなるまで

BA

0.3

4,000

QA

0.4

4,000

単位

g/1000回

約　回

0.3

4,000

FA

0.4

3,000

PA

0.3 0.2

4,000

0.4

5,500

SA PRENTO BILNO

0.3

6,000

UA

0.3

18,000

タキステップ

0.2

14,500

タキステップ
8L

0.3

1,000

0.3

1,000

LBLX

0.2

19,200

0.2

34,000

ネオセーフ
抗菌20

ネオセーフ
抗菌25

0.3

6,0001,500

EA

0.4

9,000

MT

0.4

9,000

MX

0.2

4,000

CX

0.3

6,000

GLLA

0.3

6,000

0.3

4,000

KA項　　目

試料回転摩耗輪

荷重

床面での転倒事故発生となる要因分析
床材表面形状1
表面が硬く平滑な床材ほど、摩擦抵抗が小さく滑りやすくなります。

床材の弾力性2
表面が平滑な床材でも弾力性のあるものは、人間が床を踏み込んだ
時の変形が抵抗となり、滑りにくくなります。

素足の場合や靴底の材質・形状3
素足の場合や靴底の材質・形状により滑りやすさは大きく変わります。
靴底の硬さの違いや形状の違いにより摩擦抵抗も大きく変化します。

床面についた水・油・砂4
雨水・汗・油・砂があることにより、床面の摩擦抵抗が減り、滑る要因と
なります。

OY-PULL法によるタキストロン タフスリップタイプのC.S.R・
B値（素足での歩行）を東京工業大学小野研究室での試験に基
づくすべり抵抗値（C.S.R・B値）の中で、プールサイドでの使用
条件にもっとも近い浴槽の洗い場でのすべり評価尺度にあわせ
て、タキストロンの安全性を評価しました。
タキストロンは、塗床との比較で、表面が水に濡れた状態でもす
べりにくく、歩行時に安全性を発揮する特性を持ち、プールサイ
ドに最適な材料です。図のようにすべり抵抗値が大きくなれば、
すべり評価尺度も安全性が高くなっています。タキストロン タ
フスリップタイプではすべり抵抗値が表に示したとおり湿潤で
1.20前後あり、かなり安全であるという評価ができます。

試験データ 防滑性
機能マークは、製品の防滑性を示す目安です。

1

傾斜30°の引張側端部を持つ底面積56cm2のすべり片に、
素足を想定したショアA硬度75の硬さの凹凸のついたゴム片
を取り付けます。載荷重をかけ、床材から仰角18°で引っ張り
ます。この時の最大引張荷重Pmaxと、最初の凹部荷重Pmin
を測定し、次式よりC.S.R・B値を算出します。

C.S.R・B値をすべり抵抗の評価指標とし、C.S.R・B値が大きい
ほど、すべりにくいとされています。

試験方法 （C.S.R・B値）

C.S.R・B値 ＝ ＋
Pmax（kgf）
80（kgf）

Pmin（kgf）
80（kgf）

試験結果 （C.S.R・B値）

※数値は試験値であり、保証値ではありません。
※数値は予告なく変更される場合があります。
※この評価はJISの試験方法に基づくもので、冬期の雪、雨水の凍結、油・洗剤など
による「滑り」においての評価基準にはなりません。

防滑性のポイント ①湿潤状態（表面状態が水・ダスト）で滑りにくいこと。　②乾燥状態と湿潤状態での滑りやすさの差が小さいこと

0

-2

-4

2

4
す
べ
り
評
価
尺
度

〈
出
入
り
〉

安
全

危
険

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0
すべり抵抗値（C.S.R・B値）

：危険風呂
：一般風呂
：安全風呂

⑦非常に安全である浴槽近傍の
洗い場の床

⑥かなり安全である

⑤やや安全である
④どちらともいえない

③やや危険である

②かなり危険である

①非常に危険である

出典：東京工業大学建築学科小野研究室文献より

床上の転倒事故は、状況により大きく異
なりますが、一般的に滑る床ほど転倒
しやすいと言われます。滑りはさまざま
な因子が重なりあって発生する現象で
あって、画一的な試験によって滑りにく
さを測定し、評価することは不可能で
す。滑りによる転倒の因子として、床材
の材質と表面形状、足の裏の状態、床
材や足裏に砂、水、油などの付着、人間
の歩行状況等があげられます。このよ
うに床材による滑りは、使用状況によっ
て異なるため、各試験方法とその結果
をどう評価するかで異なります。タキロ
ンでは、床材のすべり抵抗係数と、実際
の歩行に最も即しているとされている
東京工業大学小野名誉教授により開
発されたOY-PULL法を採用し、評価
の基準としました。

■ OY-PULL法による試験 JIS A1454に準拠

東京工業大学小野名誉教授により開
発 さ れ た す べり抵 抗 試 験 機
(OY-PSM)による実歩行を想定した
試験方法です。水平面に一定荷重
(80kgf)をかけたすべり片を、18度の
角度で80kgf/秒の力で引っ張った
時の静止摩擦係数を測定します。本
試験は、試料の表面状態を乾燥状態
（温度20℃）と水散布＋ダストの湿潤
状態の2種類で想定します。  

80kgfとは体重、18度とは歩行の際
の足の入る角度、80kgf/秒とは一般
体重の人間の歩行の際にかかる力を
想定しています。

※

定速モーター

すべり片

ワイヤーロープばね

荷重変換機
重錘57

0

1450

42
0

36
0

(単位 : mm)すべり試験機［立面図］

試験装置

OY-PULL法によるC.S.R・B値を評価すると素足の場合、湿潤状態で1.0を越えた場合
かなり安全であるとされます。

MX MT
タキストロン タフスリップタイプ 塗り床

素足
C.S.R・B値

製品名

すべり抵抗係数

乾燥状態
湿潤状態

1.38
1.14

1.38
1.14

1.62
0.87

※測定は東京工業大学OY-PULL法によるすべり抵抗係数

試
験
デ
ー
タ
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